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電気通信事業法第33条第２項及び第７項に基づく第１種指定電気通信設備との接続に関する契約約款の一部改正 

旧 新 
 

（事前照会） 

第10条の２ （略） 

２ （略） 

(1)～（7） （略） 

(8) 接続申込者が指定する利用区間、利用芯線数及び接続開始希望時期に係る光信号端末回線（既に設置

された当社の屋内配線を光信号端末回線と一体として利用すること又は光信号分岐端末回線と一体とし

て当社の屋内配線（主として一戸建ての建物に設置される形態により設置するものに限ります。）を新た

に設置して利用することを要望される場合には、その屋内配線を含みます。以下この条、第34条の４、第

99条の６及び第99条の７において同じとします。）の提供可能時期（接続申込者と利用者の建物の管理者

との光信号端末回線の入線等に係る調整（光信号端末回線を設置するために当社がその建物に入館す

る際の調整を含みます。以下同じとします。）が十分でない場合には提供できないこと又はその時期に提

供できないことがあります。）及び伝送損失（計算による値となります。） 

 

 

(9)～(11) （略） 

３ 第１項の請求がなされたときは、当社は、申込みの到達した日（当社の指定する事務取扱所に到達した日を

いいます。以下同じとします。）から２週間（前項第４号に係るものにあっては、第 10 条の３（相互接続点の調査

及び設置申込み）第５項に規定する期間、前項第８号及び第９号に係るものにあっては３週間、第 10 号に係る

ものにあっては６週間とします。）以内に別表３（様式）様式第２の書面によりその請求に係る情報を回答しま

す。この場合において、当社は、提供した情報に係る空き場所、その空き場所において接続申込者が利用可

能な周辺設備等並びにＭＤＦにおける未利用端子、光主配線盤の未利用端子、光回線設備（光信号端末回線

と一体として利用することを要望される当社の屋内配線を含みます。）の未利用芯線及び未利用波長の保留

は行いません。 

４ 前項の場合において、大量の申込みを一時に受け付けた場合又は他の接続申込者より大量の申込みを既

に受け付けている場合等の特別の事情があるときは、申込みの到達した日から２週間（第２項第４号に係るも

のにあっては第10条の３第５項に規定する期間、第２項第８号及び第９号に係るものにあっては３週間、第10

号に係るものにあっては６週間とします。）を超えて回答する場合があります。当社の屋内配線を光信号端末

回線と一体として利用することを要望される場合であって、その屋内配線の調査に時間を要するときは、その

屋内配線の利用に係る部分についても、同様とします。 

 

（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み） 

第 34 条の４ （略） 

２ 当社は、前項に規定する光信号端末回線との接続の申込みがあった場合において、第 34 条の２（一般光信

号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第２項各号に該当しない（「一般光信号中継回線」とあるのは

「光信号端末回線」と読み替えるものとします。）と判断したときは、申込みの到達した日から３週間以内に接続

申込者が指定した利用区間に係る光信号端末回線の提供可能時期（接続する光信号端末回線を特定できる

場合であって、利用者の建物の光配線盤まで既に設置された光信号端末回線があるときは、大量の申込みを

一時に受け付けた場合又は他の接続申込者より大量の申込みを既に受け付けている場合等の特別の事情が

ない限り、申込みの到達した日から１ヶ月以内（当社の屋内配線を光信号端末回線と一体として利用すること

を要望される場合であって、その屋内配線を利用可能とするための準備に時間を要するときは、申込みの到

達した日から１ヶ月を超える場合があります。）とし、利用者の建物の光配線盤まで既に設置された光信号端

末回線がないとき又はそれら特別の事情があるときは、申込みの到達した日から当社がその光信号端末回線

を利用可能とするために要する期間とし、接続する光信号端末回線を特定できない場合であって、接続申込者

 

（事前照会） 

第10条の２ （略） 

２ （略） 

(1)～（7） （略） 

(8) 接続申込者が指定する利用区間、利用芯線数及び接続開始希望時期に係る光信号端末回線（既に設置

された当社の光屋内配線を光信号端末回線と一体として利用すること又は光信号分岐端末回線と一体と

して当社の光屋内配線（主として一戸建ての建物に設置される形態により設置するものに限ります。以

下、第34条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第11項から第13項及び第34条

の11（既に設置された当社の光屋内配線に係る精算）において同じとします。）を新たに設置して利用する

ことを要望される場合には、その光屋内配線を含みます。以下この条、第34条の４、第99条の６及び第99

条の７において同じとします。）の提供可能時期（接続申込者と利用者の建物の管理者との光信号端末回

線の入線等に係る調整（光信号端末回線を設置するために当社がその建物に入館する際の調整を含み

ます。以下同じとします。）が十分でない場合には提供できないこと又はその時期に提供できないことがあ

ります。）及び伝送損失（計算による値となります。） 

(9)～(11) （略） 

３ 第１項の請求がなされたときは、当社は、申込みの到達した日（当社の指定する事務取扱所に到達した日を

いいます。以下同じとします。）から２週間（前項第４号に係るものにあっては、第 10 条の３（相互接続点の調査

及び設置申込み）第５項に規定する期間、前項第８号及び第９号に係るものにあっては３週間、第 10 号に係る

ものにあっては６週間とします。）以内に別表３（様式）様式第２の書面によりその請求に係る情報を回答しま

す。この場合において、当社は、提供した情報に係る空き場所、その空き場所において接続申込者が利用可

能な周辺設備等並びにＭＤＦにおける未利用端子、光主配線盤の未利用端子、光回線設備（光信号端末回線

と一体として利用することを要望される当社の光屋内配線を含みます。）の未利用芯線及び未利用波長の保

留は行いません。 

４ 前項の場合において、大量の申込みを一時に受け付けた場合又は他の接続申込者より大量の申込みを既に

受け付けている場合等の特別の事情があるときは、申込みの到達した日から２週間（第２項第４号に係るもの

にあっては第10条の３第５項に規定する期間、第２項第８号及び第９号に係るものにあっては３週間、第10号

に係るものにあっては６週間とします。）を超えて回答する場合があります。当社の光屋内配線を光信号端末

回線と一体として利用することを要望される場合であって、その光屋内配線の調査に時間を要するときは、そ

の光屋内配線の利用に係る部分についても、同様とします。 

 

（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み） 

第 34 条の４ （略） 

２ 当社は、前項に規定する光信号端末回線との接続の申込みがあった場合において、第 34 条の２（一般光信

号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第２項各号に該当しない（「一般光信号中継回線」とあるのは

「光信号端末回線」と読み替えるものとします。）と判断したときは、申込みの到達した日から３週間以内に接続

申込者が指定した利用区間に係る光信号端末回線の提供可能時期（接続する光信号端末回線を特定できる

場合であって、利用者の建物の光配線盤まで既に設置された光信号端末回線があるときは、大量の申込みを

一時に受け付けた場合又は他の接続申込者より大量の申込みを既に受け付けている場合等の特別の事情が

ない限り、申込みの到達した日から１ヶ月以内（当社の光屋内配線を光信号端末回線と一体として利用するこ

とを要望される場合であって、その光屋内配線を利用可能とするための準備に時間を要するときは、申込みの

到達した日から１ヶ月を超える場合があります。）とし、利用者の建物の光配線盤まで既に設置された光信号

端末回線がないとき又はそれら特別の事情があるときは、申込みの到達した日から当社がその光信号端末回

線を利用可能とするために要する期間とし、接続する光信号端末回線を特定できない場合であって、接続申込
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が指定した利用区間に係る光信号端末回線の敷設計画があるときは、接続が可能となることが見込まれる時

期（当社が光信号端末回線を利用可能とするために要する期間を含みません。）とします。接続申込者と利用

者の建物の管理者との光信号端末回線の入線等に係る調整が十分でない場合には提供できないこと又はそ

の時期に提供できないことがあります。以下この条において同じとします。）に係る情報を回答し、その回答をも

って前項の接続の申込みの承諾とします。 

３ 前項の場合において、大量の申込みを一時に受け付けた場合又は他の接続申込者より大量の申込みを既に

受け付けている場合等の特別の事情があるときは、申込みの到達した日から３週間を超えて回答する場合が

あります。当社の屋内配線を光信号端末回線と一体として利用することを要望される場合であって、その屋内

配線の調査に時間を要するときは、その屋内配線の利用に係る部分についても、同様とします。 

４～10 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（個別管理対象設備の除却又は転用） 

第 36 条の３ （略） 

２ 前項の場合において、撤去しようとする個別管理対象設備が転用（法定耐用年数経過前に撤去した電

気通信設備を他の協定事業者の用に供するために再利用することをいいます。以下同じとします。）可

能でないと当社が判断したときは、当社は、当該設備を除却（撤去した電気通信設備又はソフトウェア

を廃棄することをいいます。以下同じとします。）するものとし、当該設備が転用可能であると当社が

判断したときは、当社は、当該設備を転用するものとします。 

３ （略） 

 

 

 

者が指定した利用区間に係る光信号端末回線の敷設計画があるときは、接続が可能となることが見込まれる

時期（当社が光信号端末回線を利用可能とするために要する期間を含みません。）とします。接続申込者と利

用者の建物の管理者との光信号端末回線の入線等に係る調整が十分でない場合には提供できないこと又は

その時期に提供できないことがあります。以下この条において同じとします。）に係る情報を回答し、その回答

をもって前項の接続の申込みの承諾とします。 

３ 前項の場合において、大量の申込みを一時に受け付けた場合又は他の接続申込者より大量の申込みを既に

受け付けている場合等の特別の事情があるときは、申込みの到達した日から３週間を超えて回答する場合が

あります。当社の光屋内配線を光信号端末回線と一体として利用することを要望される場合であって、その光

屋内配線の調査に時間を要するときは、その光屋内配線の利用に係る部分についても、同様とします。 

４～10 （略） 

 

11 第１項の規定に基づく光信号分岐端末回線を接続する旨の申込みに含めて既に設置された当社の光屋内

配線をそのまま転用する工事の申込みを行う接続申込者は、予め利用者宅内に設置されたその光屋内配

線の設置態様等を確認した上で、その申込みを行うものとします。 

 

12 接続申込者から前項に規定する申込みがあったものの、その光屋内配線をそのまま転用できないとき

（光屋内配線の張替え又は終端の延長が必要となるときをいいます。）は、当社は、光屋内配線を新た

に設置する工事が接続申込者から申込まれたものとみなし、その工事を実施するものとします。 

 

13 第 1 項の規定に基づく光信号分岐端末回線を接続する旨の申込みに含めて光屋内配線工事の申込み

を行う接続申込者は、その申込みに係る光屋内配線の利用を終了した場合には、当社が、他の接続申

込者又は当社が利用者料金を設定する電気通信サービスの用に供するためにその光屋内配線を転用す

る場合があることを予め承諾するものとします。 

 

 

 

（既に設置された当社の光屋内配線に係る精算） 

第 34 条の 11 協定事業者が当社の光屋内配線の利用を終了した後に、当社が、他の接続申込者又は当社

が利用者料金を設定する電気通信サービスの用に供するためにその光屋内配線を転用した場合には、

その協定事業者に対し、別表５（既に設置された当社の光屋内配線に係る精算額）に規定する精算額

を支払います。 

 

 

 

 

（個別管理対象設備の除却又は転用） 

第 36 条の３ （略） 

２ 前項の場合において、撤去しようとする個別管理対象設備が転用（法定耐用年数経過前に撤去した電

気通信設備を他の協定事業者の用に供するために再利用することをいいます。以下この条及び料金表第

１表（接続料金）第２（網改造料）において同じとします。）可能でないと当社が判断したときは、当

社は、当該設備を除却（撤去した電気通信設備又はソフトウェアを廃棄することをいいます。以下同じ

とします。）するものとし、当該設備が転用可能であると当社が判断したときは、当社は、当該設備を

転用するものとします。 

３ （略） 
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料金表 

第１表 接続料金 

 第１ 網使用料 

１ 適用 

区 分 内    容 

(1)～(7) (略) (略) 

(8) 端末回線伝送機

能に係る料金の適

用 

 

（略） 

ア～エ （略） 

オ 利用者の建物内の当社の屋内配線と光信号端末回線を一体として利用する

場合は、２－１－１－１第６欄ア欄又は２－１－１－２第２欄ア欄に掲げる料金

額に２－１－２第２欄に掲げる料金額を加えた額を適用します。この場合にお

いて、２－１－２第２欄イ欄に規定する機能に係る保守の区別については、一

体として利用する光信号分岐端末回線の保守の態様と同一になるものを適用

します。 

カ～テ （略） 

(8)-2～(31) （略） (略)  

 

２ 料金額 

  ２－１ 端末回線伝送機能 

 ２－１－２ 加算額 

区 分 料金額 備考 

(1) (略) 

ア 既に設置された当社の屋内配線を光信号端末回

線と一体として利用する場合 

（略）  

        

(2) 当社の屋内

配 線 を 利 用

す る 場 合 の

加算額 

 

イ 光信号分岐端末回線と一体と

して当社の屋内配線（主として

一戸建ての建物に設置される形

態により設置するものに限りま

す。）を設置して利用する場合 

(ｱ)～(ｳ) (略) 

 

 

（略）  

 

       

 

第２表 工事費及び手続費 

 第１ 工事費 

  １ 適用 

区  分 内    容 

(1)～(7) （略） （略） 

(8)～(10) （略） （略） 

 

 

 

 

料金表 

第１表 接続料金 

第１ 網使用料 

１ 適用 

区 分 内    容 

(1)～(7) (略) (略) 

(8) 端末回線伝送機

能に係る料金の適

用 

 

（略） 

ア～エ （略） 

オ 利用者の建物内の当社の光屋内配線と光信号端末回線を一体として利用

する場合は、２－１－１－１第６欄ア欄又は２－１－１－２第２欄ア欄に掲げる

料金額に２－１－２第２欄に掲げる料金額を加えた額を適用します。この場合

において、２－１－２第２欄イ欄に規定する機能に係る保守の区別について

は、一体として利用する光信号分岐端末回線の保守の態様と同一になるもの

を適用します。 

カ～テ （略） 

(8)-2～(31) （略） (略)  

 

２ 料金額 

  ２－１ 端末回線伝送機能 

 ２－１－２加算額 

区 分 料金額 備考 

(1) (略) 

ア 既に設置された当社の光屋内配線を光信号端末

回線と一体として利用する場合（イ欄を適用する場

合を除きます。） 

（略）  

         

(2) 当社の光屋

内配線を利用

する場合の加

算額 

 
イ 光信号分岐端末回線と一体と

して当社の光屋内配線（主とし

て一戸建ての建物に設置される

形態により設置するものに限り

ます。）を利用する場合 

(ｱ) ～(ｳ) (略)

 

（略）  

 

       

 

第２表 工事費及び手続費 

 第１ 工事費 

  １ 適用 

区  分 内    容 

(1)～(7) （略） （略） 

(7)-2 光屋内配線工事

費の適用 

協定事業者が当社の光屋内配線（主として一戸建ての建物に設置される

形態により設置するものに限ります。）の利用を終了した後、その利用

を再開する場合には、２（工事費の額）２－１ 第 27－２欄ウ欄に規定

する料金額から別表５（既に設置された当社の光屋内配線に係る精算

額）に規定する精算額を減じた金額を適用します。 

(8)～(10) （略） （略） 
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 ２ 工事費の額 

２－１ 工事費 

区 分 単 位 工事費の額 備 考

(1)～(26)-2（略） （略） （略） （略）

(27) 構

内 伝

送 路

設 備

設 置

工 事

費 

既に設置された当社の光屋内配線を光信号

端末回線と一体として利用するために加工

又は延長する工事（第 27－２欄イ欄を適用

する工事を除きます。）に要する費用 

１工事ごとに 専用サービス

契約約款に規

定する工事費

に相当する額

 

 

   

平日昼

間 

18,703 円    ア 屋内配線を設置する場合 １工事

ごとに

土日祝

日昼間

21,773 円    

平日昼

間 

12,167 円    イ アを適用する工事により設置

した屋内配線を利用する協定事

業者からの申込みに基づきその

屋内配線を加工する場合 

１工事

ごとに

土日祝

日昼間

14,614 円    

(27)-2 

光 屋

内 配

線 工

事費 

光信号

分岐端

末回線

と一体

として

当社の

屋内配

線（主

として

一戸建

ての建

物に設

置され

る形態

により

設置す

るもの

に限り

ます。

）を設

置等す

る工事

に要す

る費用 

   

 

 

 

２ 工事費の額 

２－１ 工事費  

区 分 単 位 工事費の額 備考 

(1)～(26)-2（略） （略） （略） （略） 

(27) 構

内 伝

送 路

設 備

設 置

工 事

費 

既に設置された当社の光屋内配線を光信号端末

回線と一体として利用するために加工（短縮又は

簡易なルート変更をいいます。以下第 27-２欄に

おいて同じとします。）又は延長する工事（第

27－２欄イ欄又はウ欄を適用する工事を除きま

す。）に要する費用 

１工事ごとに 専用サービ

ス契約約款

に規定する

工事費に相

当する額 

 

 

    

平日昼

間 

18,703 円 

 

    ア 光屋内配線を新たに設置する場合 １工

事ご

とに 土日祝

日昼間

21,773 円 

 

    

平日昼

間 

12,167 円 

 

    イ 協定事業者が現に利用している光

屋内配線を加工する場合 

１工

事ご

とに 土日祝

日昼間

14,614 円 

 

    

平日昼

間 

9,611 円     

 

① 当社に

よる当社

の回線終

端装置の

撤去に併

せて、既に

設置され

た光屋内

配線の利

用に係る

工事を行

う場合 

１工

事ご

とに 土日祝

日昼間

10,379 円  

 

 

    

平日昼

間 

11,671 円     

(27)-2 

光 屋

内 配

線 工

事費

光信号

分岐端

末回線

と一体

として

当社の

光屋内

配線（

主とし

て一戸

建ての

建物に

設置さ

れる形

態によ

り設置

するも

のに限

ります

。）に

係る工

事に要

する費

用 

ウ  既

に 設

置 さ

れ た

当 社

の 光

屋 内

配 線

を そ

の ま

ま 転

用 す

る 場

合 

(ｱ)利用者宅

内の壁面に

既に設置さ

れた光成端

盤（光屋内

配線を終端

しているも

のに限りま

す。以下(ｲ)

欄において

同じとしま

す。）を利

用する場合 ② 当社に

よる当社

の回線終

端装置の

撤去とは

別に、既に

設置され

た光屋内

配線の利

用に係る

工事を行

う場合 

１工

事ご

とに 土日祝

日昼間

12,853 円  
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(28)～(38)（略） （略） （略） （略）

 

 

第２ 手続費 

  １ 適用 （略） 

  ２ 手続費の額 

２－１ 手続費 

区 分 単 位 手続費の額 備 考

(1)～(22)（略） （略） （略） （略）

(ｱ) 光信号端末回線

（既に設置された当

社の屋内配線を除き

ます。）に係る情報を

提供する場合 

（略） （略）ア  提

供 可

能 時

期 の

調 査

に 要

す る

費用 

(ｲ) 既に設置された当

社の屋内配線に係る情

報を提供する場合 

（略） （略）

(23)光信号

端末回線

の事前照

会に係る

情報調査

費  

光信 号端末

回線 に関す

る情報（第10

条の２（事前

照会）第２項

第８号に係る

ものに限りま

す。）を提供

す る 場 合 に

要する費用 
イ （略） （略） （略）

 

 

 

 

   

(28)～(37)（略） （略） （略） （略）

 

  

平日昼

間 

10,475 円     

 

① 当社に

よる当社

の回線終

端装置の

撤去に併

せて、既に

設置され

た光屋内

配線の利

用に係る

工事を行

う場合 

１工

事ご

とに 土日祝

日昼間

11,450 円  

 

 

    

平日昼

間 

12,541 円 

 

    

   (ｲ)利用者宅

内の壁面に

新たに光成

端盤を設置

する場合 

② 当社に

よる当社

の回線終

端装置の

撤去とは

別に、既に

設置され

た光屋内

配線の利

用に係る

工事を行

う場合 

１工

事ご

とに 土日祝

日昼間

13,931 円  

 

 

    

(28)～(38)（略） （略） （略） （略） 

 

 

 第２ 手続費 

  １ 適用 （略） 

  ２ 手続費の額 

２－１ 手続費 

区 分 単 位 手続費の額 備 考 

(1)～(22)（略） （略） （略） （略） 

(ｱ) 光信号端末回線

（既に設置された光

屋内配線を除きま

す。）に係る情報を提

供する場合 

（略） （略） ア  提

供 可

能 時

期 の

調 査

に 要

す る

費用

(ｲ) 既に設置された光

屋内配線に係る情報を

提供する場合 

（略） （略） 

(23)光信号

端末回線

の事前照

会に係る

情報調査

費  

光信 号端末

回線 に関す

る情報（第10

条の２（事前

照会）第２項

第８号に係る

ものに限りま

す。）を提供

す る 場 合 に

要する費用 
イ （略） （略） （略） 

 

 

 

 

    

(28)～(37)（略） （略） （略） （略） 
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別表５ 既に設置された当社の光屋内配線に係る精算額 

 

区 分 単 位 精算額 備 考 

既に設置された当社の光屋内配線に係る精算額 

 

１回線ごとに 5,794 円 

 

 

    

 

附 則 

この改正規定は、認可後、速やかに実施します。ただし、平成22年４月１日からこの改正規定実施日ま

での間に、料金表第２表（工事費及び手続費）第１（工事費）２（工事費の額）２－１（工事費）第27-

２欄ウ欄の規定に該当する工事を行っていた場合には、改正後の光屋内配線工事費を遡及して適用するも

のとします。 

 



その他費用の算定根拠
（ＮＴＴ西日本）



工事費

・既に設置された当社の光屋内配線をそのまま転用する場合の工事費（１工事ごとに）

（ア）利用者宅内の壁面に既に設置された光成端盤を利用する場合

ａ．既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分

(a)取得固定資産価額の算定

(ⅰ)平日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 6,169 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 2.300 （単位：時間）

③当該作業に係る物品費 3,434 （単位：円） 平成20年度調達実績

④取得固定資産価額 17,623 （単位：円） ①×②＋③

(ⅱ)土日祝日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 7,410 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 2.300 （単位：時間）

③当該作業に係る物品費 3,434 （単位：円） 平成20年度調達実績

④取得固定資産価額 20,477 （単位：円） ①×②＋③

(ⅲ)平日・土日祝日加重後の取得固定資産価額

①平日の場合の取得固定資産価額 17,623 （単位：円） (ⅰ)の④

②土日祝日の場合の取得固定資産価額 20,477 （単位：円） (ⅱ)の④

③光屋内配線の開通工事における平日工事の割合 66.4% （単位：％）

④光屋内配線の開通工事における土日祝日工事の割合 33.6% （単位：％）

⑤平日・土日祝日加重後の取得固定資産価額 18,582 （単位：円） ①×③＋②×④

(ⅳ)光屋内配線取得固定資産価額

①平日・土日祝日加重後の取得固定資産価額 18,582 （単位：円） (ⅲ)の⑤

②光屋内配線施設数 3,770,819 （単位：回線） 平成21年度末施設数

③光屋内配線取得固定資産価額 70,069 （単位：百万円） ①×②

(b)光屋内配線平均残価率の算定

①光屋内配線取得固定資産価額 70,069 （単位：百万円） (a)の(ⅳ)の③

②回収済み収入額 17,746 （単位：百万円） 平成21年度末時点における自社工事料収入及び違約金に係る収入の累積額

③光屋内配線取得固定資産価額（回収済み収入額控除後） 52,323 （単位：百万円） ①－②

④光ファイバ残価率 41.6% （単位：％） 平成21年度末値（平成20年度以降は耐用年数10年・残存価額０とした場合）

⑤光屋内配線残価相当額 21,766 （単位：百万円） ③×④

⑥光屋内配線平均残価率 31.1% （単位：％） ⑤÷①

(ｃ）既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分

①平日・土日祝日加重後の取得固定資産価額 18,582 （単位：円） (ａ）の(ⅲ)の⑤

②光屋内配線平均残価率 31.1% （単位：％） (b)の⑥

③既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分 5,779 （単位：円） ①×②

ｂ．工事実費

(a)当社による当社の回線終端装置の撤去に併せて、既に設置された光屋内配線の利用に係る工事を行う場合

(ⅰ)平日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 6,169 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 0.617 （単位：時間）

③当該作業に係る工事実費 3,806 （単位：円） ①×②

(ⅱ)土日祝日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 7,410 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 0.617 （単位：時間）

③当該作業に係る工事実費 4,572 （単位：円） ①×②

(b)当社による当社の回線終端装置の撤去とは別に、既に設置された光屋内配線の利用に係る工事を行う場合

(ⅰ)平日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 6,169 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 0.950 （単位：時間）

③当該作業に係る工事実費 5,861 （単位：円） ①×②

(ⅱ)土日祝日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 7,410 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 0.950 （単位：時間）

③当該作業に係る工事実費 7,040 （単位：円） ①×②

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

平成20年度実績

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

1



ｃ．工事費

①当社による当社の回線終端装置の撤去に併せて、既に設置された光屋内配線の利用に係る工事を行う場合

(ⅰ)平日昼間の場合

①既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分 5,779 （単位：円） ａ．の(c）の③

②工事実費 3,806 （単位：円） ｂ．の(a)の(ⅰ)の③

③工事費 9,611 （単位：円）
（①＋②）×（１＋平成22年3月1日認可の「網使用料算定根拠」記載のⅩⅡ．料金
設定に使用した貸倒率)

(ⅱ)土日祝日昼間の場合

①既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分 5,779 （単位：円） ａ．の(c）の③

②工事実費 4,572 （単位：円） ｂ．の(a)の(ⅱ)の③

③工事費 10,379 （単位：円）
（①＋②）×（１＋平成22年3月1日認可の「網使用料算定根拠」記載のⅩⅡ．料金
設定に使用した貸倒率)

②当社による当社の回線終端装置の撤去とは別に、既に設置された光屋内配線の利用に係る工事を行う場合

(ⅰ)平日昼間の場合

①既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分 5,779 （単位：円） ａ．の(c）の③

②工事実費 5,861 （単位：円） ｂ．の(b)の(ⅰ)の③

③工事費 11,671 （単位：円）
（①＋②）×（１＋平成22年3月1日認可の「網使用料算定根拠」記載のⅩⅡ．料金
設定に使用した貸倒率)

(ⅱ)土日祝日昼間の場合

①既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分 5,779 （単位：円） ａ．の(c）の③

②工事実費 7,040 （単位：円） ｂ．の(b)の(ⅱ)の③

③工事費 12,853 （単位：円）
（①＋②）×（１＋平成22年3月1日認可の「網使用料算定根拠」記載のⅩⅡ．料金
設定に使用した貸倒率)

（イ）利用者宅内の壁面に新たに光成端盤を設置する場合

ａ．既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分

(a)取得固定資産価額の算定

(ⅰ)平日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 6,169 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 2.133 （単位：時間）

③当該作業に係る物品費 2,926 （単位：円） 平成20年度調達実績

④取得固定資産価額 16,084 （単位：円） ①×②＋③

(ⅱ)土日祝日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 7,410 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 2.133 （単位：時間）

③当該作業に係る物品費 2,926 （単位：円） 平成20年度調達実績

④取得固定資産価額 18,732 （単位：円） ①×②＋③

(ⅲ)平日昼間・土日祝日昼間加重後の取得固定資産価額

①平日の場合の取得固定資産価額 16,084 （単位：円） (ⅰ)の④

②土日祝日の場合の取得固定資産価額 18,732 （単位：円） (ⅱ)の④

③光屋内配線の開通工事における平日工事の割合 66.4% （単位：％）

④光屋内配線の開通工事における土日祝日工事の割合 33.6% （単位：％）

⑤平日・土日祝日加重後の取得固定資産価額 16,974 （単位：円） ①×③＋②×④

(ⅳ)光屋内配線取得固定資産価額

①平日・土日祝日加重後の取得固定資産価額 16,974 （単位：円） (ⅲ)の⑤

②光屋内配線施設数 3,770,819 （単位：回線） 平成21年度末施設数

③光屋内配線取得固定資産価額 64,006 （単位：百万円） ①×②

(b)光屋内配線平均残価率の算定

①光屋内配線取得固定資産価額 64,006 （単位：百万円） (a)の(ⅳ)の③

②回収済み収入額 17,746 （単位：百万円） 平成21年度末時点における自社工事料収入及び違約金に係る収入の累積額

③光屋内配線取得固定資産価額（回収済み収入額控除後） 46,260 （単位：百万円） ①－②

④光ファイバ残価率 41.6% （単位：％） 平成21年度末値（平成20年度以降は耐用年数10年・残存価額０とした場合）

⑤光屋内配線残価相当額 19,244 （単位：百万円） ③×④

⑥光屋内配線平均残価率 30.1% （単位：％） ⑤÷①

(ｃ）既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分

①平日・土日祝日加重後の取得固定資産価額 16,974 （単位：円） (ａ）の(ⅲ)の⑤

②光屋内配線平均残価率 30.1% （単位：％） (b)の⑥

③既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分 5,109 （単位：円） ①×②

区       　分 金　　額　　等

区       　分

区       　分

金　　額　　等 備        考

金　　額　　等 備        考

備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

平成20年度実績

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分
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ｂ．工事実費

(a)当社による当社の回線終端装置の撤去に併せて、既に設置された光屋内配線の利用に係る工事を行う場合

(ⅰ)平日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 6,169 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 0.783 （単位：時間）

③当該作業に係る物品費 508 （単位：円） 平成20年度調達実績

④当該作業に係る工事実費 5,338 （単位：円） ①×②＋③

(ⅱ)土日祝日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 7,410 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 0.783 （単位：時間）

③当該作業に係る物品費 508 （単位：円） 平成20年度調達実績

④当該作業に係る工事実費 6,310 （単位：円） ①×②＋③

(b)当社による当社の回線終端装置の撤去とは別に、既に設置された光屋内配線の利用に係る工事を行う場合

(ⅰ)平日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 6,169 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 1.117 （単位：時間）

③当該作業に係る物品費 508 （単位：円） 平成20年度調達実績

④当該作業に係る作業実費 7,399 （単位：円） ①×②＋③

(ⅱ)土日祝日昼間の場合

①作業単金（１時間あたり） 7,410 （単位：円） 平成22年3月1日認可の「その他費用の算定根拠」のⅠ 作業単金より

②１の工事に要する作業時間 1.117 （単位：時間）

③当該作業に係る物品費 508 （単位：円） 平成20年度調達実績

④当該作業に係る作業実費 8,785 （単位：円） ①×②＋③

ｃ．工事費

①当社による当社の回線終端装置の撤去に併せて、既に設置された光屋内配線の利用に係る工事を行う場合

(ⅰ)平日昼間の場合

①既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分 5,109 （単位：円） ａ．の(c）の③

②工事実費 5,338 （単位：円） ｂ．の(a)の(ⅰ)の④

③工事費 10,475 （単位：円）
（①＋②）×（１＋平成22年3月1日認可の「網使用料算定根拠」記載のⅩⅡ．料金
設定に使用した貸倒率)

(ⅱ)土日祝日昼間の場合

①既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分 5,109 （単位：円） ａ．の(c）の③

②工事実費 6,310 （単位：円） ｂ．の(a)の(ⅱ)の④

③工事費 11,450 （単位：円）
（①＋②）×（１＋平成22年3月1日認可の「網使用料算定根拠」記載のⅩⅡ．料金
設定に使用した貸倒率)

②当社による当社の回線終端装置の撤去とは別に、既に設置された光屋内配線の利用に係る工事を行う場合

(ⅰ)平日昼間の場合

①既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分 5,109 （単位：円） ａ．の(c）の③

②作業実費分 7,399 （単位：円） ｂ．の(b)の(ⅰ)の④

③工事費 12,541 （単位：円）
（①＋②）×（１＋平成22年3月1日認可の「網使用料算定根拠」記載のⅩⅡ．料金
設定に使用した貸倒率)

(ⅱ)土日祝日昼間の場合

①既設設備に係る工事料の転用先事業者負担分 5,109 （単位：円） ａ．の(c）の③

②作業実費分 8,785 （単位：円） ｂ．の(b)の(ⅱ)の④

③工事費 13,931 （単位：円）
（①＋②）×（１＋平成22年3月1日認可の「網使用料算定根拠」記載のⅩⅡ．料金
設定に使用した貸倒率)

（ウ）既に設置された当社の光屋内配線に係る精算額

①精算額 5,794 （単位：円）
（ア）のａ．の(ｃ）の③×（１＋平成22年3月1日認可の「網使用料算定根拠」記載の
ⅩⅡ．料金設定に使用した貸倒率)

備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等

区       　分 金　　額　　等

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考

区       　分 金　　額　　等 備        考
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